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破断し易いスリット追加

分離し易い設計例

１ 環境配慮製品の設計・製造について①

破断し易いように、ハーネス受けにスリットを追加
出典：中島委員提供資料 2



１ 環境配慮製品の設計・製造について②

特殊六角ナット
標準六角ナット

取り付けの改良
洗濯機のパルセータユニットに関するケース

分解のために
特殊サイズの工具を
準備する必要があった

一般の工具で分解ができる

出典：中島委員提供資料 3



１ 環境配慮製品の設計・製造について③

相溶性ラベル（ラベルの同一材料化）
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テレビバックカバー銘板ラベル

（PS：ポリスチレン）
テレビキャビネット操作ラベル

(PS：ポリスチレン)

出典：中島委員提供資料



２ 精錬技術を活用した希少金属の回収について①

鉱山鉱山・・製錬と環境事業製錬と環境事業

探査 採鉱 運搬 選鉱 製錬 地金
銅・鉛・亜鉛銅 １％

精鉱 金・銀等
亜鉛 ５～８％

鉱石 銅 20～30％
亜鉛 50％

環境物流事業
（収集・運搬）

汚染土壌回復事業

原位置調査技術

掘削技術

土壌浄化プラント

産業廃棄物

処理事業

中間処理炉

運転技術

資源リサイクル

事業

自動車ASR
触媒白金族回収

貴金属リサイクル

貴金属分離

回収技術

5出典：山田委員提供資料



• 原料の組成が複雑
– １つの鉱山から複数の有用金属（選鉱工程で各精鉱に分離）
– １銘柄の精鉱に複数の有用金属と、不純物を含む（製錬工程で分離）

• 環境負荷物質を取り扱っている
– 有用金属そのもの（ex. Pb、Cd）
– 精鉱中の不純物として（ex. As）

• 製錬所では、リサイクル原料から、鉱石（精鉱）原料と同品質の
金属を生産

環境・リサイクル事業において独自の位置・役割：
“リサイクル”におけるアンカー、資源循環ループのジョイント

銅、鉛、亜鉛、
金、銀、
ﾚｱﾒﾀﾙ、他

採鉱 選鉱

銅製錬

鉱石 各精鉱
鉛製錬

亜鉛製錬

これらを背景に

鉱山鉱山・・製錬と環境事業製錬と環境事業 ～～ 独自の役割独自の役割

２ 精錬技術を活用した希少金属の回収について②

出典：山田委員提供資料 6



２ 精錬技術を活用した希少金属の回収について③
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ASRﾘｻｲｸﾙ炉
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秋田製錬
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Zn Cd
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会
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生産物 金、銀、銅、鉛、亜鉛、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、ﾋﾞｽﾏｽ、ｾﾚﾝ、ﾃﾙﾙ、ﾌﾟﾗﾁﾅ、ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ、ﾛｼﾞｳﾑ、ｶﾞﾘｳﾑ、ｲﾝｼﾞｳﾑ

花岡鉱業

廃触媒 実装基板など
ASR、OA破砕屑

岡山工場
グリーンフィル小坂

㈱エコリサイクル

リサイクルネットワーク

出典：山田委員提供資料



３ 東アジア諸国でのごみの国民１人１日当たりの発生量予測

東アジア諸国での都市ごみの一人１日当たりの発生量(1995)と将来予測(2025)
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出典：バーゼル条約事務局ホームページ資料より作成
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